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98 調査と研究 第11号 (1996.10)
ンとを縫い合わせて刺繍をし,図柄以外の部分
を切 り抜 く製品 (Application)が開発され,
多様な製品の製造が可能になった77)｡1840年代
以降は,とりわけアメリカ合衆国市場などで採



















































































































































































































































































































































































































































































110) VEYRASSAT,1982,前掲,241ペー ジ,244ペー ジ以
下｡
111) VEYRASSAT,1982,前掲,107ペー ジ,122-123ペー































































































































1860年 1860年 1866-70年 18
80年総人口に占め 製造業人口に 工場労働者数 仝就業者に占 工場労働者
数 仝就業者に占る製造業人口の割合 (%) 占める工場.マヌフアクトウア産業人口の割合(%) (人) める割合(%
) (人) める割合(%)ザンクトガレン 39.8 20.9 (1868年)89
83 約10.0 14623 14.0トウー ルガウ 40.1 18.
6 (69) 5900 13.8 7209 15.5グラールス 55
.1 35.2 (69) 9629 58.9 8444 48.5チュー リッヒ 416 225 70 21960 15
9 27859 17.0アールガウ 35.6 15.6 122
32 13.2バーゼル(市) 50.6 23.1
(70) 5188 31.7 6341 34.1ンユネーブ 43.7 13.5
















































106 調査と研究 第11号 (1996.10)
では,この分散性はさらに顕著であった｡ここ
では,工業活動は農村のただ中においておこな
われたのである｡ そのため,労働者の多くは農
村的環境の中で生活 し,家屋と菜園を所有して
いた 118)｡
農業と工業との兼業は,しばしば性別分業の
形をとった｡機械式刺繍業では男性の比重が高
いが,織布業では性別分業は地域ごとに異なる
農牧業の労働内容を反映して大きな地域的差異
を有 していた119)｡男性労働者でも,農牧業,
とりわけ牧畜業に従事して ｢労働者農夫｣とし
て働いた例は珍 しくない｡この傾向は,東スイ
スとフォアアールベルクに著 しく120),西南 ド
イツ各地とも共通するといえるだろう｡ このた
め,スイスの ドイツ語圏地域やフォアアールベ
ルクでは労働者の階級意識は比較的稀薄であり,
都市的集中と階級較差の拡大に起因する社会問
題 も,イギリスほどの深刻さを持つことはな
かったのである｡
この東スイスの工業活動における地理的な分
散性は,上述したような経済的 ･技術的要因の
みによって決定されるのではない｡たとえば,
19世紀末における工場刺繍工の減少は,ザンク
トガレンやアッベ ンツェルで顕著であるが,
トゥ-ルガウではそれほどでもなく,工場制-
の反感が比較的弱いチューリッヒではこれがむ
しろ増えている121)｡東スイスの農村的な工業
発展の過程では,特定の産業部門に立脚するた
めに農村工業的発展を辿る,というのとは逆の
因果関係も存在 していたと考えられる｡ つまり,
都市への集中と工場制生産とに反感を持つ東ス
イスやフォアアールベルクの人々が122),意識
的に分散的な生産が可能な産業部門を選択して
いった,という側面 も見逃すことはできないの
118) LAURENT,前掲,31ページ,35ペー ジ｡
119) TANNER,1985,前掲,70ページ｡FITZ,前掲,72-75
ベ ンー 0
120) NAGELE,前掲,258-266ページ｡
121) LAURENT,前掲,24ページ｡
122) RaimondSCHENKEL,DaSHawsF.M.Hdmmerle,.
ElnBeitragzurEntwICklungs-GeschzchtederBaumwoll-
industrieinVorarlberg,1900,Dornbirn-Wien,32-34ベー
ン′o
である｡
東スイス ･フォアアールベルクの工業の発展
過程は,以上のような特質を有していたが,工
場制への移行が緩慢であったにせよ,これをプ
ロト工業化論でいう ｢工業化の挫折｣とみるこ
とはできない｡チューリッヒの綿紡績業ほどで
はないにせよ,東スイス ･フォアアールベルク
の農村工業もまた,歴史的産業連関を通じて近
代的諸産業の勃興に寄与してきたのである｡ 織
布 ･仕上げ業における織機製造,染色技術等を
つうじた歴史的産業連関については言うまでも
ないが,刺繍業もまた重要であった｡刺繍業の
発展は,刺繍地の供給,刺繍製品梱包用の製紙
産業,銀行業,建設業,保険業などに波及し,
さらに刺繍機の供給を通じて機械工業をも刺激
したのである123)｡
結 語
東スイスとフォアアールベルクの綿工業の発
展過程は,｢工場制化｣という意味での直線的
な工業化の過程ではなかった｡持続的な労働生
産性の向上によって生産量を拡大し,近代的工
業部門と位置づけられる紡績業などとは対照的
に,この地域の農村家内工業部門の繁栄は,
もっぱら労働力の大量投入に立脚しており,い
わば工業的発展の後衛部門としての性格を有し
ていた｡しかしながら,これらの農村家内工業
部門こそが,早くから工場制工業に転じた紡績
業に村する需要を支え,また19世紀全般にわ
たって膨大な雇用を創出し続けたのであ り,
かつ多様な歴史的産業連関をも有 したのであ
る｡
この地域の農村工業の発展は,直接生産者の
上昇過程を内包していたが,その上昇過程自体
が,内部市場の閉塞的な均衡を突き崩してゆく
広域的な流通再編の動きを構成していた｡農村
工業の発展は,遠隔地市場の存在なしには考え
123) BenningerundBtihler社,Saurer社,Martini,Tanner
&Cie.,St.Georgen製造所,それにRieter社など,刺繍
機製造で発展した機械メー カー は多数にのぼる｡TAN･
NER,1985,前掲,128-129ペー ジ｡
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られなかったのであり,かつこの広大な外部市 (本稿は,平成 7年度文部省科学研究費特別研究員
場を開拓する優れた商人的能力を具えてはじめ 奨励費によって助成を受けた研究成果の一部であ
て,この地域の持続的な経済発展が可能となっ る｡)
たのである｡
